
【添付資料①】実証実験(研磨材不使⽤効果検証実験)
1.試験実施⽇：2024年10⽉ 10⽇ 〜2025年3⽉30⽇

2.試験場所：福島県郡⼭市

3.⽬的：研磨剤を使⽤することなく塗膜除去の実⽤性を検証

4.試験⽅法：塗膜厚300μ㎜平均の塗膜除去の効果を、従来の「ブラスト⼯法による1種素
地調整」と新技術の「レーザPS⼯法」にて比較検証

5.試験結果：従来は研磨材を使⽤する必要が生じたことに対して、新技術はレーザ光線の
照射によって研磨材を使⽤せず塗膜除去が出来た

6.考察：レーザ光線で塗膜除去出来たことで、以下の効果を確認した
⑴別途研磨材の⽤意が不要による作業の合理化
⑵研磨材の廃棄物が生じないことによる周辺環境の改善を確認した。
⑶廃棄物が生じないことにより、研磨材及びケレンかすの廃材処理が不要なことを確認
した。
※研磨材及びケレンかすの廃材処理について：塗膜除去⼯(⼟⽊コスト情報の橋梁塗装⼯
＞塗膜除去の定めによる)
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